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「授業料値上げ」をめぐる情況について
授業料値上げ反対を理由に「スト」 にふみきった学
部をもっ国立大学は， 当初から全国的に数少なし そ
れでも一時は， 長期， 短期を合わせて十数校の名があ
げられていた。 最近では本学教養部以外， 僅かに数枝，
それも学部によって半日 からせいぜい 2. 3 日 ， 短期
とさえいえぬ程度の授業放棄が意志表示きれたに過ぎ
ないという。 もちろん． 全国的に「値上げ」 への不満
が解消したというのではなし 国会での予算決定後，
大半の大学を支配する 「やむを得ない」 という情勢が
ある程度是認されでいったのか， それとも一部では，
別の形で抗議を続けるということでもあるのだろうか。
いずれにしても， 今日 では本学教養部だけが， 全国た
だ一つ， 稀な存在として， 無期限のままの「スト」 状
態を続けている。
これまで， 学長， 評議会宛の質問状が， 最初は教養
部自治会から， 後では， 「全学値上げ阻止共斗」「教養部
スト実行委員会」 の連名で二度も提出きれ． それらに
対する学長見解（前号学園ニュース） や評議会として
の回答の中で， そのつど質問に通ずる学生側の意思や
要求には応じ難い旨が繰り返し述べられてきた。 授業
料値上げについては， 昨年より何かと， 取沙汰きれ，
新入生諸君の入学時には既に予告もされたが， そうし
た動きに対する大学側の早くからの批判的態度やその
経緯については， さきの学長見解にも詳細に述べられ
ている。 たヘ ここに改めていうまでもなし この問
題は， たとえ， その行政的措置に不満があったとして
も， 既に国会審議を経た改訂であり， 国立大学として
は， それに基づく省令のままに当然の法的手続きとし
て， むしろ自動的に庶務部より学則 の改正が提案きれ，
評議会の議題となって異議なく承認されたものである。
今後は， 本省より会計法上指定された本学の歳入徴収
官の事務として， 慎重に， 課せられた義務を果すよう
処理される外ないのであろう。 問題の性質上． 評議会
としても， 今夏のように， その賛否を議する立場には
なく， 学長といえども徴収官に義務づけられた債権管
理上の行動について， 法の枠を越えてまで， とかくい
学生部長 酒 井 康 彦
う権限はもはやない。 その点， 学生側では， 何より私
学とは異なる国立大学の性格， 機構への理解を前提と
して， 考慮すべきものであるだろう。
一体． 授業料値上げに端を発する今日 の教養部内の
動きは， 既にその点， 入学時に予告されていたことか
らしても， 単に「値上げ」 という事実ばかりでなく，
もっと根の深い諸事情もいりまじって生じているので
はないか。 行政措置の不満はもとより， 現体制下の大
学の性格， 機構をも含めて， 社会の動向への批判， 抗
議に， 多様な主張をもっ種々雑 多な， 極めて 多数の学生
を擁する教養部内の特殊事情もからんで， 問題は一層
複雑なものになっているのだろうか。 それにしても，
既に大学の意志， 権限を越えて成立した国家予算に属
する問題を掲げ， 大学の態度や社会の動向への独自の
批判をも含めて， 反対の意向を強化し． しかも集団的
に自らの授業まで． 長期間放棄するということは， 当
然． その後に予想きれる制度上の時間的制約に基づく
困難を見通した上でのことなのだろうか。 それに対す
る確たる配慮もなく， 何か安易な心構えのままに， こ
とが決せられているのなら， 学生としての貴重な学習
の権利を， 余りにも無計画に． 時間的にも空費 している
ことになりはしないか。
このような場所で今更のように触れるまでもないこ
とだが， たしかに大学が批判的精神を欠く時， その生
命は失われもしよう。 現代社会の機構や支配的な価値
の強化に奉仕するだけなら， 大学はもはやその名に価
しないだろう。 教育が， その社会の文化を歴史的に前進，
強化することをも目的とする限り． 大学の本質的性格
のーっとして， 批判的精神は欠き得ない。 しかし， 「批
判」 は生やさしいことがらではなし まして性急な攻
撃的精神に通ずるものでもないだろう。 たとえ， 結果
として否定きれるとしても， 伝統的文化一般， わけで
も学問， 知識への理解， 研究と平行してはじめて批判
的能力も充実． 強化されていくのではないか。 もとよ
り， 行動の価値は軽視され得ない。 しかし， 少なくと
も大学に， 静かな対話が見失われる時， 批判的能力の強
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化といっても， ほど遠いように思われる。 これまで，
再三にわたる学長の「学園の平静」 に関する告示を全
〈無視して， 行動を優先させ， 学長の権限に関わりな
い要求を掲げて， 授業を放棄し． 「団交」 を叫んで学長
室へ乱入し， 喚声をあげて大学の業務を妨害すること
は， ただ， 多くの人のひんしゅくをかい， このような
事態が続けば続くほど本学の評価を世に低下させる，
ということの外， 学生生活を一体どのように利すると
い7のだろうか。
学生生活の充実， 向上を僅かでもはかりたいと願い，
日頃学内工事やバイクの騒音にさえ気をつかう学生部
の一員としては， 学生生活の本来の在り方を心に描い
学部情報
て， 何よりもまず学園の平静を願う。 「中央図書館」の
完成も間近かに迫り， 学生部として念願し続けてきた
「学生食堂」 も， どうやら補正予算に加えられ， 予定
される新工事に関する各方面との接渉も進み， 何か学
園の 「明るき」を感じさせられてきた昨今． 教養部で
は， 末fごに学生の専門課程への移行きえできぬまま，
機能停止の状態が続けられ， 之のままでは， 来 年度の
入試実施にさえー沫の不安を覚えさせられる現在の学
内情況の， この『暗さ」を忠Lう時． もはや学生部の「泣
きごと」 などといっては済まされなし、。 一日も早し
学園生活を本来の正常な状態に回復するよう， 学生諸
君の協力を望むばかりである。
く教養部＞
－－、
H月24日， 教養部全学生に下記の：
文書が郵送配布された。
教養部学生諸君へ
富山大学教養部教授会
教養部学生諸君。
諸君が去る10月17日の教養部学生大会において
「無期限ストライキ」を決議（賛成36 3， 教養部在籍
総数1897） して授業を放棄して以来， 既に 1カ月以
上の時間が過ぎた。
この間， 私たちは， 予定していた期末試験の実施
を 当 分の間延期することとし， 事態の推移を見守り
ながら， 自治会からの数回におよぶ公開質問に答え，
また自治会の要請に応じて11月 2 日の説明集会に出
席し， 当 面の諸問題に対する私たちの見解を教授会
として可能な限り公けにしてきた。 しかしながら，
前述の説明集会への教養部学生の出席は極めて少数
であったと言わざるを得ないし， 今や人影もまばら
な教養部キャンパスを眺めるとき． 私たちは， 諸君
が現在この貴重な瞬間をいかに考え， いかに行動し
ているかについて， 甚だ憂慮せざるを得ない。 ここ
に私たちは， 諸君の一人一人に語りかけ． 現在の事
態を分析して， 諸君の考慮と判断の資としたいと思
うのである。
諸君自らが深〈意識しているであろう如し今回
の「無期限ストライキ」の最も主要な意図は授業料
値上げ阻止であり， その具体的目標は， 学費値上げ
に関して改正された学則 の撤廃を学長・評議会に要
求することにあった， と私たちは理解している。 し
かし， この学則改正は、 国会における予算の審議決
定に伴う省令改正に基づく措置であるので＼ 諸君の
要求は一国立大学独自の措置によって左右し得る範
囲を越えたものと考えられ， 諸君の 「無期限ストラ
イキ」の実際的な目的の達成は殆ど不可能である．
と私たちは判断するものであるが， 諸君はどう考え
るであろうか。 諸君と殆ど同様な要求を掲げて 「無
期限スト」 に入っていた経済学部学生が現在の時点
でその態勢を解いたのも， 上述内判断に基づく所が
大であったと推察される。
授業料値上げ反対を理由に長期的な 「スト」 状態
に入っている大学は全国的に極めて少数であるが，
ス ト 号 イ キ
大学における授業放棄は既にそれ自体が大学の機能
の半ば以上の停止であり， まして， その目的達成の
望みが殆ど不可能となった時点での長期「ストライ
キ」 は， 大学そのものの生命の枯死と， 諸君の学生
としての実質の喪失につながるものであることを，
私たちは過去の経験に徴して断言することができる。
私たちは諸君と共にあらためて深くこの点に想いを
致したいと思う。
ここで＼視点を変えて， 教務上の観点から諸君の
置かれている位置について触れておくことが必要で
あろう。 自治会からの公開質問もこの点に触れてい
るからである。
諸君も承知している通り， 諸君が 「スト」 に入っ
たのは， 47年度前期の授業 2 日間とその期末試験と
を残している時点であった。 2 年生諸君にとっては，
この期末試験が専門学部への移行のために必要な単
位を完全に取得する機会であったことは言うまでも
ない。 本年度は． この試験が10月23日から行なわれ．
11月中旬には 2 年生の専門移行が果される予定であ
った。 このスケジュール自体が， 平常状態に比べて
既に約1カ月遅れているのであるが， その理由は諸
君がよく理解している所であろう。
専門学部への移行には． 教養部所定の単位を取得
することが必要であり， 単位の認定には15時間の授
業と試験その他による成績評価が必要である。 従っ
て， 前述のスケジュールよりも更に 1カ月以上おく
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く教養部＞
れた現時点においても， なお残り 2 日聞の授業と期
末試験とを実施しなければ， 2 年生諸君の専門移行
は果きれない筈であり， 従って， 去る11月14日付教
養部自治会の公開質問状にも答えた如〈，「現 2 年生
を47年10月 1 日付で専門課程へ移行する」 考えは，
f..l.たちには「ない」 のである。 なお， このように大
幅におくれた専門へ移行後の授業スケジュールに
ついては． 各専門学部の決定によるものであるが，
遅れれば遅れる ほどその消化には一層 の困難が伴う
ものと，思われる。
また 1 年生諸君にとっても， 来年度専門移行期に
関しては， 全く同じことが言えるのである。
学部情報
以上は全〈教務的観点から述べたのであるが． 私
たちは単にこのようなスケジュールの消化のみを問
題とするものではない。 過去の大学紛争から生じた
不幸な結果のひとつは， 紛争による学生諸君の学力
の著しい低下であった。 学力は一朝一タにこれを養
うことはできない。 日々の努力の必要を想、うとき，
私たちは， 諸君のすべてが教養部キャンパスに復帰
して，現在の事態について省察し，討論を深める一一一
これもまた 「日々の努力」のひとつである一一一こと
を切に望むものである。
昭和47年11月24日
ロ学内情報口一一一一一一一一一口学内情報口
授業料値上げ等に関して前号以後提出された質問状，
申込書等は， 次のとおりである。
なお， 経済学部においては， 11月21日ストライキは
解除された。
く評議会関係＞
全学大衆団交開催申し入れ
昭和47 年10月19日
富山大学評議会殿
教養部ストライキ実行委員会
全 学 学 費 値 上 げ阻止共闘
われわれは， 5月19日の賞評議会での「学則 」 改定
は不当 な措置であると考え， 貴評議会に白紙撤回を要
求する。
われわれは， この事に関しての貴評議会との全学大
衆国交の開催を要求する。
われわれは， この全学大衆団交に関して， 貴評議会
との公開予備接衝を下記の如く開催する考えである。
記
日 時 10月23日午後 1 時より
場 所 教養部 4 番教室
議 題 全学大衆国交に関して
議長回 全学学費値上げ阻止共闘 \ i 代表
教養部ストライキ実行委員会／
出 席 貴評議会代表
全学学生， 教職員
尚， 貴評議会の責任ある代表をど必ず出席されること
を要請する。
11月 1 日
5月19日の授業料改訂に関する学則改正は， 国会で
予算として審議きれ， 既に省令として公布されたもの
に基づく処置であって， 大学独自で撤回できる性質の
ものではない。
なお， 詳細については， 学園ニュースNo. 10所載の
「授業料値上げの問題について」 の学長所見に尽きれ
ているのでこれについて了解されたい。
‘昌E’ ‘ヨ・ ・E>
評 議 会
1972年11月11日
富山大学評議会殿
前文略
全 学 値 上 げ匝止 共 闘
教養ストライキ実行委員会
公開質問状
1 . 「学園ニュース」 (lo月27日発行）には， 学費値上げ
に反対して来た事が書いであるが， 10月から， 実際
上， 値上げによる学費徴収期にはいっている現在で
も， 学費 値上げに対して反対の意はあるか。
2 .  10月からの値上げに対して， 「予想、される反対運
動」 に文部省から行政指導が出されていると聞くが，
そういう事実はあるか否か。
もし， 行政指導が出きれているのならそれを全面公
開する事を要求する。
3 . 5. 19評議会において， 学則改正を決定した際， 学
生にすぐにはしらせない事が評議会において確認さ
れていたと聞くが， その事実はあるか。
4 . 現在も尚， 学費 斗争が 多数の学友によって斗かわ
れ． まだ拡大する様子のある中で． 我々の要求する
全学団交に対し， どうし寸見解をもっているのか。
5 . 我々は， 再度全学団交を要求する。
以上の点につき， 昭和47 年11月15日午後1 時ょに
教養部 4 番教 室で評議会の回答を要求します。
昭和47年11月17日
全学 値 上 げ 阻 止 共 闘臨
教養ストライキ実行委員会一
富山大学評議会
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11月11日付け評議会宛質問状に対して， 協議の結果 向 日時に関しての変更は出来るだけ早急に連絡さ
下記のとおり回答する。 れたし。
1 . 評議会としては， 賛否を表明する立場にない。
2 . 文部省から行政指導が出されているということに
ついては， 評議会は知らない。
3 . その事実はない。
4 及び 5 . さきに11月 1日付けで回答したとおり， 諸
君の要求は， 本学独自の立場で処置できる問題では
ないので． 団交に応ずる意思はない。
‘ヨ’
‘自・
‘2・・
く経済学部関係〉
昭和47年11月13日
二者協学生側委員代表殿
二者協教官側委員代表
回 答
11月8日 付けで申し入れのあった二者協の開催につ
いては， 関係教官と何度も協議の結果， しばらく応じ
ないことになった。
思うに， ストライキが 1日 長ぴけば卒業もl臼のび
ることは自明の理であるが， 従来の経験に徴するかぎ
昭和47年10月24日 り， 二者協はつねに闘争の場として利用され， これを
経済学部二者協教官側委員代表殿 聞くことによって紛争の解決は却って長びいてきた。
同学生側委員 授業料値上げは， 適法な手続による政府の決定であ
二者協議会開催申し入れ るから， 今の時点に及んで二者協や団交で論議すべき
われわれは， 教官側の二者協拒否を強〈弾劾し下記 ではないと考える。
の知〈二者協開催を要求する。 - - -
記 昭和47年11月13日
日 時 10月26日午後1時より 二者協教官側委員代表殿
場 所 経済学部会議室 同学生側委員
議 題 団交に関して ニ者協開催申し込み
その他 二者協委員岩淵， 岡山崎， 両教官と二者協学生委員
尚， この返答は明日午後1時まで。 との討議をふまえた上， 学生側委員として以下の如し
再度二者協開催を申し入れる。
昭和47年10月25日 記
二者協学生側代表殿
回
二者協教官側代表
答
日 時 11月15日（水） 午後 1時
場 所 経済学部会議室
議 題 学生自治会が要求している団交に関して
前回の回答に示した通り， 教授会としては， 過去幾 カリキュラムに関して
多の具体的経験をふまえ， 団交には応じないことにな その他
っている。 尚， オブザーパー参加についてはオブザーパーの発
団交に関連する現情況下の二者協についても， 関係 言を認めない。 かつ議事進行中混乱が生じた場合， 中
教官と協議の 結果， 応じないことになった。 断する。
‘ヨ・’
‘ヨ・’ ‘ヨ・・
昭和47年11月8日
二者協教官側委員代表殿
同学生側委員
二者協開催申し入れ
11月 7 日 の学生大会において， 教授会の二者協及び
団交開催要求拒否を強〈弾劾することを決議した。 よ
って下記の加し 二者協開催を申し入れる。
言己
日 時 11月13日（月） 午後 1 時より
場 所 経済学部 2番教室
議 題 1 . 授業料値上げ及び5 . 19評議会での
「学員lj」 改訂に関する教授会の見解
を求む。 団交の件に関して。
1 . 授業臼程一｝特別措置を講じないと
いう事の件に関して。
1 . その他
これに対する返答は， 14日午後4 時まで， 自治会執
行部へ連絡されたし。
昭和47年11月14日
二者協学生側委員代表殿
国
二者協教官側委員代表
答
11月13日 付けで申し入れのあった二者協開催につい
て， 関係教官と協議した。
しかし， 多数教官からの反対意見があり， 受諾しな
いことになった。
‘E’ ‘ヨ・ ‘ヨ・
昭和47年11月15日
経済学部教授会殿
経済学部自治会執行部
われわれは， この聞の問題を解決すべ＜. 4屈にわ
たる学生大会， 代議員会， ゼミでの討論ーゼミ決議等
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討議を重ねてきた。 しかるに貴教授会は何らの前進的 と」 とあるが， 授業日程の件は， 事前に二者協に諮っ
歩み寄りを放棄し， 無用な混乱を生じさせておりわれ て同意を得べき性質のものではないので， 申し入れに
われは， 貧教授会を強〈弾劾せずにはおかない。 応ずることができない。
われわれは， 貴教授会の誠意ある態度を期待し， 下
記の事項を要求する。
言己
1 . 早急に教授会を開催し， 次の事項に関する見解を
明らかにすること。
（イ）国立大学授業料値上げに関して
（ロ）「特別措置」 の規定 （範囲）に関して
付「卒業延期」 の措置に関して
（斗二者協をどのように考えているのか
も吋団交の件に関して
2 . 上記の事項を明らかにした上， 早急に二者協を開
催することを要求する。
尚， 二者協の日時， 場所については， 貴教授会から
申し込む事。
教授会の開催期日を早急に事前に知らせたし。
昭和47年11月20日
経済学部自治会執行部殿
経済学部長
回 答
11月15日付けの申し入れに対し， 次のとおり回答する。
言己
教授会は学生大会のストライキ解除をまって， 早急
に授業再開を協議する。 諸君のかかげる質疑事項はそ
の際に討議する。
二者協の問題もさらに検討する。
‘91・ ・ー・
‘司惨
昭和47年11月22日
二者協教官側委員代表殿
二者協学生側委員
二者協開催申し込み
日 時 11月24日（金）午後1時
場 所 経済学部 3階会議室
議 題 11月15日付「要求」 と同様
上記の如く， 二者協開催を申し入れる。 ストライキ
解除によって生じる授業日程に関して， 事前に二者協
において知らせ学生側の同意を得ること。
昭和47年11月24日
二者協学生側委員代表殿
以上
二者協教官側委員代表
回 答
11月22日付けのこ者協開催申し入れに関し関係教官
の協議により， 次のように回答する。
記
文面には， ストライキ解除後の授業日程についてこ
れを「事前に二者協に知らせ， 学生側の同意を得るこ
‘ヨ’ ‘3・ ‘2・
10月25日
教養部教授会殿
教養部自治会
公 開 質 問 状
前文略
1 . ストライキ突入後の10月18日に教授会があったも
のと考える。 貴教授会の中には， 授業料値上げに対
して個人的に反対の意見をもっておられる教授が
たが， 多数おられるらしいが， 今回， 授業料値上げ
阻止に向けて教養部自治会がストライキをもって闘
っていることに対してどう考えているのか。 機関と
しての教授会名で答えよ。 尚， 正常な状態に戻って
ほしい等の感情的な回答は認めない。
2 . ①ストライキ中に試験を強行する考えはあるのか。
②ストライキが長期化した場合， 教養部生の大量
留年を考えているか。 尚， そのような事は望ま
しくない等の回答は認めない。
3 . ①教養部生の専門課程移行に関して， 各専門学部
教授会が決定するのか。 あるいは， 貴教授会が
決定するのか。
②教養部生の専門移行に関して， 各専門学部教授
会と賞教授会との関係において貴教授会はいか
なる権限を持っているのか。 具体的に述べよ。
以上の回答を一括して， 10月27日までに， 教養部掲
示板 （ 1番教室前）に掲示せよ。
10月25日付公開質問状に対する 回 答
標記のことについて下記のとおり回答する。
昭和47年10月初日
教養部教授会
教養部自治会あて
記
1 . 授業料値上げ阻止に向けて教養部自治会がストラ
イキをもって闘っていることに対して。
（回答）現在の段階においては， 授業料値上げを，
ストライキをもって阻止することは不可能で
あると考える。
2. ①試験実施に対する考え方
（回答）現在は， その考えはない。
②大量留年に対する考え方
（回答）規則により， 専門教育課程への移行はさら
にi星れることになる。
3 . ①②専門課程移行と各教授会との関係
（回答）当教授会が単位を認定し決定する。 なお．
場合によっては専門学部と協議することがあ
る。
以上
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回 答説明継続審議要請書
11月2日に賞教授会の公開質問状に対する説明集会
が行なわれたわけであるが， 貴教授会の派遣された 5
名の教官は個人的な見解しかのぺる事がなく， 我々に
とっても貴教授会にとっても不本意であると思＇）。 そ
こ で11月13 日に再度の継続審議を要請したい。
ついては説明会を充実させるため． 以下の問題点に
ついても審議され13 日の説明集会で明らかにされるよ
う望む。
1 . ストライキ中の試験に関して
スト中に試験をする気はあるのか。（ストが学生
大会で解除される以前に強行する事）。尚， 現 在と
いうような言葉を用いず， やる気があるとか， ま
たその気はないというように明確に解答せよ。
2. 2 日の説明集会である教授が「学生自治会の運動
は部分的には認めるが， 全面的には認められない。」
という主旨の発言をしたが部分的とはどの範囲をい
うのか。 また全面的には認めないという事は実質的
に， 自 治 会 を 認 め て な い の で はないか。 機関とし
ての教授会として答えよ。
3. ①賞教授会は授業料納入をf足す督促状に関してど
のような権限を持っているのか （督促状は学内
のどの機関が出すのか）。
②貴教授会が督促状を出す権限を持っているなら
授業料値上げ阻止， 反対の意向を示すべ〈， 督
促状を出きない考えはあるのか。
4 .  2 日の説明集会において， ある教授が「最終的に
は教授会は管理者としての立場をとらざるを得ない。」
という主旨の発言をしたが賞教授会はこ の発言をど
うとらえているのか。
5 . ストが長期化しでも現 2年生は47年10月1 日付で
専門課程へ移行した事にする考えはあるか。
以上の質問についての解答は機関としての教授会名
で答えよ。
また説明集会には教授会全員が出席する事を要請す
る。 さもなくば責任ある解答者をなるべく 多く出席さ
せるよう要請する。
教養部教授会殿
47年11月 8 日 教養部自治会
I 1月8日付説明集会開催要求に対する 回 答
さきの10月26日付教養部教授会回答および11月 2 日
の教養部教授会説明集会において教養部教授会の見解
はすでに述べてあるので， 今回の説明集会開催には応
じられない。
昭和47年11月8 日
教養部教授会
教養部自治会殿
<31・ ‘コ’ ‘�
公 開 質 問 状
前文略
1 . ストライキ中の試験に関して
前回の説明集会において． スト中に試験を行な
う場合強行はやらず， 事前に学生と話し合いをす
るということであったが， 具体的にどういった方
法でやるのか。
また， ストライキ中に試験を行なう気はあるの
か， 否か。 向， Y見在。 というような言葉を用いず，
やる気があるとか， ない， というふうに明確に解
答せよ。
2. 5. 19学則改正に関して
「省令が出てしまったから， やむを得ない」 と
いったことを言っているが， それを改訂した評議
員自身は， その責任をどう考えているのか。 学部
長と 2 名の評議員に対して問う。
3 . ①賞教授会は授業料納入を促す督促状に関して，
どのような権限を持っているのか。 督促状は学
内のどの機関がだすのか。
4. ストが長期化した場合， 現 2年生を47年10月 1 日
付て。専門課程へ移行する考えはあるのか。 また， こ
のこ とについて． どう考えるのか。
なお， 説明集会を聞き公開質問状の答を全ての学友
の前で説明するこ とを要請する。
臨時教授会を22日以前に聞くこ とを要求する。
教養部教授会殿
47年11月14日 教養部自治会
昭和47年11月21日
教養部自治会殿
教養部教授会
I l日 14日付教養部自治会からの
公開質問状に対する 回 答
1 . 「ストライキ」中の試験に関して
（回答） 「ストライキ」中に試験を行なうこ とは，
好ましくないと考えている。
2 . 5 . 19学則改正に関して
（回答）教養部長と両評議員は授業料値上げに対し
て， 省令が出てしまった後では， 賛否を表明す
る立場 にはない。
3 . 授業料納入督促に関して
（回答）教授会には， 授業料納入督促に関する権限
はない。 督促は償権管理事務取扱要項に基づき
歳入徴収官が行なう。
4. 46年度入学生の47年10月 1 日付専門課程移行の件
（回答）その考えはない。
5 . 11月15 日追加分に対して
（回答）以上で我々の見解は尽くされているので＼
あらためて説明集会を聞く意志はない。
以上
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